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【看護部】

看護スタッフ・

看護補助者

看護部 中心メンバー

（師長・主任）

3～４名

【目的】 各病院が実施する看護師等確保の取組を就業協力員が支援するとともに、院内及び地域（同一医療圏等)の500床未満の医療機関に対する研修会を実施
することで、医療機関間で地域のネットワークを構築しながら各医療機関における勤務・業務改善等を実施し、看護職員の定着を促進する。

【実施方法】 東京都看護協会（東京都ナースプラザ）への委託

《就業協力員》

課題の明確化

↓

計画作成

↓

取組実践

《院内》

《他医療機関》

看護職員

※ 院内研修、院内＋地域研修(アウトリーチ研修)
・ 研修には外部講師を招致
アカデミックな視点で課題・解決策を多角的
に学ぶ → 汎用性の高い研修内容となる

〇 看護職員間における課題・解決策のより一層の認知・普及

〇 院内全体における環境改善の意識向上・実践促進

〇 各医療機関において、学習効果を持ち帰り、共通課題の解決促進

〇 病院間でのネットワーク形成・情報共有により、改善等が効果的に進む

看護管理者

看護師等就業協力員が都内病院を定期的に訪問し、勤務環境改善や研修体制構築に向けた施設の取組に対して助言・相談等を実施する。

【支援対象】 都内中小（200床未満）病院（※令和３年度～令和５年度の本事業支援病院は対象外）

【支援規模】 年間26施設（基本コース:20施設、認定看護師による集中支援コース◆:６施設）

【支援内容】 看護職員の確保・定着に資する対象施設における個別具体な課題

(例) 〈人材育成〉 次世代看護管理者の育成、 〈組織づくり〉 職員が安心できる災害対策、 〈チーム力向上〉 職員間の信頼関係の構築、

〈看護の質向上〉 褥瘡予防､身体拘束低減

・
【支援の流れ】

支援開始 計 画 実 践

《支援病院》

初回訪問⇒ 情報収集・支援内容検討 定期的に連絡（月1回訪問）⇒ 取組みの進行管理・フォロー・他医療機関含む研修実施のサポート

評価・分析

院内での取組実績（看護部コアメンバー → 看護部全体 → 院内全体）
↓

院内・地域の医療機関を含めた研修
※

(WG含む)を実施
↓

地域の医療機関へも効果を普及

取組の評価・分析

↓
改善策等の取組
の継続・次年度の

課題の明確化

↓
次年度に向けた

新たな取組の検討

評価分析支援

支援

令和６年度看護職員定着促進支援事業(案)

事業の概要

事業内容

4月～6月 7月～12月 1月～3月

◆認定看護師による集中支援コース（令和６年度～）

看護の質向上の課題において、認定看護師が参加病院に複数回訪問し、演習実施･病棟内ラウンド･カンファレンス時アドバイス等の実践的支援を、基本コースに付随し実施
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認定看護師による集中支援
＜認定看護師による集中支援コース＞

支援の流れ

2

看護の質の向上の課題に対して、

認定看護師の複数回の訪問による実践指導等を実施
※基本コース（就業協力員による助言相談､ネットワーク・アウトリーチ研修）に付随

＊ 課題解決に向け、1年間を通して支援

支援内容

令和６年度 新設

看護師等
就業協力員

実 践 評価・分析

・初回訪問
・情報収集
・支援内容検討

・課題の明確化
・目標の設定
・計画の策定

・取組の評価・分析
(改善策等の取組継続）
・次年度の課題の明確化
・新たな取組の検討

・定期的な連絡
・進捗状況管理・フォロー
・他医療機関含む研修実施のサポート

取組実践

参加病院

4 ～ 6月 7 ～ 12月 1 ～3 月

計 画支援開始

・評価分析支援
・アンケート実施

看護部全体
⇒院内全体（アウトリーチ研修含む）
⇒地域の医療機関へも普及

（ネットワーク研修含む）

認定看護師
・初回訪問
・情報収集
・支援内容検討

・院内見学
・病棟内ラウンド、カンファレンス等参加
・研修・指導・相談(意見交換) 等

・評価分析支援

他院のCN参加病院

講師
派遣


